
取扱説明書

タイプ	 8685/8686 

Robolux向け位置フィードバック/コントロールヘッド



予告なく技術的変更を行うことがあります。

© Bürkert Werke GmbH & Co. KG, 2011〜2022

Operating Instructions 2211/06_JP-ja_00809600 / Original DE



3

﻿目次

1	 取扱説明書........................................................................................ 5
1.1	 表記......................................................................................... 5
1.2	 用語の定義............................................................................. 5

2	 使用目的............................................................................................. 6
2.1	 規制......................................................................................... 6

3	 基本的な安全に関する注意事項..................................................... 6

4	 一般情報............................................................................................ 8
4.1	 連絡先..................................................................................... 8
4.2	 保証......................................................................................... 8
4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報............................................. 8

5	 システム詳細...................................................................................... 8
5.1	 所定の使用範囲..................................................................... 8
5.2	 一般的な説明......................................................................... 8
5.3	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の構造.................. 9
5.4	 コントロールヘッドタイプ8686の構造................................ 9
5.5	 駆動部タイプ2036用アダプターセットの構造..................10

6	 テクニカルデータ.............................................................................10
6.1	 規格および指令...................................................................10
6.2	 動作条件...............................................................................10
6.3	 機械データ............................................................................11
6.4	 銘板 .................................................................................................11
6.5	 空圧データ............................................................................11
6.6	 位置フィードバック―ヘッド8685の電気データ...............12
6.7	 コントロールヘッドタイプ8686の電気データ...................12

7	 取付...................................................................................................13
7.1	 安全に関する注意事項.......................................................13
7.2	 駆動部タイプ2036へのタイプ8685/8686の取付..........14

8	 空圧式取付......................................................................................20
8.1	 安全に関する注意事項........................................................ 20
8.2	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685用	
	 の空圧式取付.......................................................................20
8.3	 コントロールヘッドタイプ8686用の空圧式取付..............20

9	 電気配線..........................................................................................21
9.1	 安全に関する注意事項.......................................................21
9.2	 製品タイプ 24 V DC....................................................................22
9.3	 製品タイプ ASインターフェース..........................................27

10	 操作および表示...............................................................................31
10.1	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の操作お	
	 よびディスプレイエレメント................................................31
10.2	 操作および表示エレメント 	
	 コントロールヘッドタイプ8686...............................................33
10.3	 操作.......................................................................................34

11	 安全位置..........................................................................................39

12	 メンテナンス.....................................................................................40
12.1	 安全に関する注意事項.......................................................40
12.2	 フィードエアフィルターのサービス....................................40

タイプ8685/8686

日本語



4

﻿

13	 故障...................................................................................................41

14	 運転停止..........................................................................................42
14.1	 安全に関する注意事項.......................................................42
14.2	 取り外し.................................................................................43

15	 アクセサリ.........................................................................................44

16	 輸送、保管、梱包..............................................................................44

タイプ8685/8686

日本語



5

取扱説明書

1	 取扱説明書
この取扱説明書は、製品のご使用開始から廃棄の全般について説明
しています。この説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、
また、本製品の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

取扱説明書には安全性についての重要な情報が含まれています。
記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生じます。
	▶ 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1	 表記

危険！

直接的危険性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意！

潜在的危険性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながる可能性が
あります。

注記！ 

物的損害についての警告。
	▶ 遵守しない場合、製品やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶  危険回避のための指示を示します。
	→実行する必要のある作業手順をマークします。

1.2	 用語の定義
この説明書で使用される「製品」という用語は、常にRobolux向け位
置フィードバック8685及びコントロールヘッド8686を指します。

タイプ8685/8686
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使用目的

2	 使用目的
位置フィードバック―ヘッドタイプ8685およびコントロールヘッドタ
イプ8686を適切に使用した場合、周囲の人員、システム、ならびに
環境に危険が生じることがあります。
本製品は、流体を制御するプロセスバルブの空圧式駆動部に取り
付けるように設計されています。
	▶ 製品を直射日光にさらさないでください。
	▶ 使用に際しては、契約書類および取扱説明書に指定された許
容データ、稼働・使用条件を遵守してください。これについては第
「6 テクニカルデータ」章で説明されています。
	▶ 製品は必ずBürkertが推奨するか、承認する外部製品およびコン
ポーネントとのみ使用してください。
	▶ 用途が多岐にわたる場合は、位置フィードバック―ヘッドまたは
コントロールヘッドが具体的な用途に適しているか、取付前に
点検し、必要に応じてテストする必要があります。
	▶ 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、安
全かつ問題のない作動の前提条件となります。
	▶ 製品は、必ず用途に沿って適切に使用してください。

2.1	 規制
システム/製品を輸出する場合は、必要に応じて規制を遵守してくだ
さい。

3	 基本的な安全に関する注意事項
これらの安全に関する注意事項は以下の点には考慮されていません 
•	 製品の取付け、操作、およびメンテナンスで起こりかねない偶発
事象。
•	 設置担当者や事業者が責任をもって遵守すべき現地の安全規則。

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。
感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

タイプ8685/8686
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基本的な安全に関する注意事項

一般的な危険な状態。
怪我を防ぐために以下の点に留意してください。
	▶ 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685 およびコントロールヘ
ッドタイプ8686 は、爆発の危険があるエリアでは使用しないで
ください。
	▶ システムが誤って作動しないようにしてください。
	▶ 設置・メンテナンス作業は、必ず認定された専門技術者が適切な
工具を使用して行うようにする。
	▶ 電気または空圧供給の中断後、定義、もしくは制御されたプロセ
スの再起動が保障されるようにしてください。
	▶ 製品は完全な状態で、取扱説明書に従っている場合にのみ使用
できます。
	▶ 製品の使用計画および操作については、一般技術規則を遵守す
る必要があります。
製品の物的損害を防ぐために以下の点に注意してください：
	▶ タイプ8686の制御空気接続には、刺激性あるいは可燃性の流
体を注入しないでください。
	▶ タイプ8686の制御空気接続には、液体を注入しないでください。
	▶ ハウジングには機械的な負荷を与えないでください (物品置き
場や踏み板としての使用など)。
	▶ 製品ハウジングに変更を加えないでください。

注記！ 

静電気による危険を受ける部品およびコンポーネント。
製品には帯電した静電気（ESD）に過敏に反応する電子部品が含ま
れています。静電気を帯びた人員や物との接触はこれらの部品を損
傷するおそれがあります。最悪の場合、部品が瞬時に破壊したり、試
運転後に故障する恐れがあります。
	▶ 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にす
るために、EN 61340-5-1による要求事項に留意してください。
	▶ 供給電圧が印加されている際は、電子部品に触れないようにし
て下さい。

タイプ8685/8686
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一般情報

4	 一般情報

4.1	 連絡先
日本
ビュルケルトジャパン株式会社（Burkert Japan Ltd.）	
セールスセンター	
〒112-0005 東京都	
文京区水道1丁目12番15号	
白鳥橋三笠ビル	
電話 03-5804-5020	
Fax 03-5804-5021	
Eメール：info.jpn@burkert.com	
ウェブ：www.burkert.jp

その他の国の場合： 
連絡先は印刷された取扱説明書の最後のページに記載されてい
ます。
当社ウェブサイト (country.burkert.com) にも記載されています

4.2	 保証
保障の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの位置フィー
ドバック―ヘッドおよびコントロールヘッドの適正使用です。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ8685およびタイプ8686の取扱説明書とデータシートは、以下
のサイトでご覧いただけます。
country.burkert.com

5	 システム詳細

5.1	 所定の使用範囲
位置フィードバック―ヘッドタイプ8685およびコントロールヘッドタ
イプ8686は、バルブタイプ2036の空圧式駆動部に取り付け、流体を
制御することを目的としています。

5.2	 一般的な説明
位置フィードバック―ヘッドタイプ8685およびコントロールヘッドタ
イプ8686は、サイズRV50、RV70、RV110のダイヤフラムバルブタイプ
2036の駆動部に一体的に取り付けることのみを目的としています。
駆動部サイズはDIPスイッチで調整します。
バルブ位置は、スピンドル延長部の永久磁石によって検出されます。
ストローク移動中、スピンドル延長部はリードセンサー (下端/上端
位置) に沿ってガイドされます。
電気的位置フィードバックに加え、位置フィードバック―ヘッドおよ
びコントロールヘッドの製品ステータスは、カラーLEDによって視覚
的に示されます。統合コントロールバルブのステータスも、コントロ
ールヘッドのLEDに表示されます。
ASインターフェース通信を装備したタイプでは、バスステータスLED
もアクティブになります。

タイプ8685/8686
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システム詳細

5.3	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の構造

電気接続	
ケーブル接続M12x1.5 または円形コ
ネクタM12x1

圧力制限バルブ (エラー
が生じた場合の高すぎ
る内部圧力から保護す
るため)

ASインターフェース 
LEDステータス

LEDステータス 駆動部 
開/閉 (終端位置)

DIPスイッチ	
選択 RV50/70/110

スライドスイッチ	
色選択 終端位置

透明フードなしのビュー：

図 1：	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の構造

5.4	 コントロールヘッドタイプ8686の構造

ブラインドプラグ 
M16x1.5

電気接続	
ケーブル接続M12x1.5	
または円形コネクタM12x1

圧力制限バルブ (エラー
が生じた場合の高すぎ
る内部圧力から保護す
るため)

排気接続部	
(説明：3)

制御空気接続	
(説明：1)

ASインターフェース 
LEDステータス

LEDステータス 駆動部 
開/閉 (終端位置)

DIPスイッチ	
選択 RV50/70/110

スライドスイッチ	
色選択 終端位置
スライドスイッチ	
コントロールバルブ	
(サービススイッチ)

コントロールバルブ LED
ステータス

ハウジングカバーと透明フー
ドなしのビュー：

図 2：	 コントロールヘッドタイプ8686の構造

タイプ8685/8686
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テクニカルデータ

5.5	 駆動部タイプ2036用アダプターセットの構造

2

5

4

1

7

6

3

9

8

図 3：	 タイプ2036用アダプターセット

項目 数量 名称
1 1 アダプターハウジングRobolux
2 6 各2個スイッチングスピンドル RV50、RV70、RV110

一式。 
3 1 Oリング 52x3 EPDM 75 
4 1 成形シール
5 2 シリンダねじ M6x12 A2 DIN 912
6 2 シャフト付きシリンダねじM4
7 2 Oリング 3.5x1.5 EPDM 70
8 2 ホース 280 mm
9 4 エルボー接続 G1/8 SL6 Legris

表 1：	 アダプターセットの部品リスト

6	 テクニカルデータ
6.1	 規格および指令
この製品は、関連するEU整合法令（EU harmonisation legislation）
に対応しています。この製品は、英国の法律の要件にも準拠してい
ます。
EU適合宣言/ 英国適合宣言の現行バージョンには、適合性評価手順
で使用された整合規格が含まれています。

6.2	 動作条件
警告！

日光および温度変化により機能エラーや漏れにつながる恐れがあ
ります。
	▶ この製品を外で使用する場合は保護を行った状態で行ってくだ
さい。
	▶ 許容周囲温度を上回る、または下回ることのないよう留意してく
ださい。

周囲温度	 0～+55 °C
保護等級	 	 �EN 60529 に準拠したIP65/IP67 (正しく接続されたケ

ーブルまたはプラグとソケット、および20ページの
「8.3」章の排気コンセプトを遵守した場合のみ)。

使用高度	 	 海抜2,000 mまで
相対 湿度	 	 �55 °Cで最大90% (結露なし)

タイプ8685/8686
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テクニカルデータ

6.3	 機械データ
寸法	 	 	 	 	 データシートをご参照ください

ハウジング材	 	 	 PPS、PC、VA

シール材 	 	 	 	 �外部	 EPDM	
内部	 NBR

バルブスピンドルの	
ストローク範囲	 	 �駆動部サイズ RV50	 6 mm	

�駆動部サイズ RV70	 9.5 mm	
�駆動部サイズ RV110	 13.5 mm

6.4	 銘板 

例：

8686 AS-i S-7.A.E	
2x single pilot 3,0	
Pmax 7 bar	
Tamb 0 ... +55°C	
Ser.-Nr. 001000	
00XXXXXXD

-7
46
53
 In
ge
lfi
ng
en

W14UN

ID番号 

動作電圧、制御部またはASインター
フェースプロファイル

最大動作圧力

タイプ
制御機能、コント
ロールバルブ

バーコード

シリアル番号、CE認証
マーク

周囲温度

図 4：	 銘板 (例)

6.5	 空圧データ
制御流体	 	 	 	 �中性ガス、空気、	

ISO 8573-1に準拠した品質クラス

	 含塵率    クラス7	 �最大粒度40 µm、	
最大粒子密度10 mg/m³	

	 含水量    クラス3	 �最大圧力露点 -20 °Cまたは	
最低動作温度以下で最低10 °C

	 含油量   クラスX	 最大25 mg/m³ 

温度範囲	
制御流体	 	 	 	 –10～+50 °C

圧力範囲	
制御流体	 	 	 	 �6～7 bar	

(詳細については、タイプ2036の取扱説明書お
よび「8.3 コントロールヘッドタイプ8686用の
空圧式取付」章を参照)

コントロールバ	
ルブ空気出力		 	 �250 lN/分、換気およびエア抜きの場合 	

(QNn値、7から6 bar絶対圧力低下で定義)

接続	 	 	 	 	 �チューブコネクタ Ø6 mm / 1/4“	
ねじ込み式接続 G1/8

タイプ8685/8686
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テクニカルデータ

6.6	 位置フィードバック―ヘッド8685の電気データ

6.6.1	 バス制御24 V DCのない電気データ
接続	 	 	 	 �ケーブル接続 M12x1.5、SW15	

(クランプ範囲 3～6.5 mm)	
ねじ端子付き	
(公称断面積 1.0 mm²、	
最小ケーブル断面積 0.25 mm²)

動作電圧	 	 	 �24 V DC ±10%、	
最大残留リップル10%

出力	 	 	 	 �出力あたり最大100 mA/	
短絡保護

表示	 	 	 	 最大20 mA	
(2つの終端位置 = 2つのLED)

6.6.2	 バス制御ASインターフェースを伴う電気データ
接続	 	 	 	 �ステップ付き 975 mm AS-インターフェースケー

ブル、円形コネクタ付き	
(M12x1、4ピン)

動作電圧	 	 	 �29.5 V～31.6 V DC 	
(仕様に準拠)

最大消費電流		 35 mA

6.7	 コントロールヘッドタイプ8686の電気データ

6.7.1	 バス制御24 V DCのない電気データ
接続	�ケーブル接続 M12x1.5、SW15	

(クランプ範囲 3～6.5 mm)、ねじ端子付き	
(公称断面積 1.0 mm²	
最小ケーブル断面積 0.25 mm²)	
	
円形コネクタ (M12x1、8 ピン)

コントロールバルブ	
	 動作電圧	 	 	 	 	 �24 V DC ±10%、	

最大残留リップル10%

	 消費電力	 	 	 	 	 2x0.8 W

出力	 	 	 	 	 	 	 �出力あたり最大100 mA/短絡保護

表示	 	 	 	 	 	 	 max. 20 mA	
(2つの終端位置 = 2つLED)

サービスケース:

消費電流	 	 	 	 	 	 90 mA	
(2つの終端位置 + 2つのバルブ/	
サービススイッチオン)

タイプ8685/8686
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取付

6.7.2	 バス制御ASインターフェースを伴う電気データ
接続	 	 	 	 	 	 	 �取り外し可能な975 mm AS

インターフェースケーブル、円形コネク
タ付き (M12x1、4ピン)

動作電圧	 	 	 	 	 	 �29.5 V～31.6 V DC 	
(仕様に準拠)

出力	
	 �最大スイッチ出力	 	 	 �2x0.8 W (ASインターフェース	

ウォッチドッグ機能経由)	 	 	
統合

最大消費電流		 	 	 	 120 mA	
	 (接近中の2つのバルブ + 	
	 2つの終端位置)

サービスケース:

消費電流	 	 	 	 	 	 105 mA	
	 (2つの終端位置 	
	 + 2つのバルブ/ 	
	 サービススイッチオン)

7	 取付
本取扱説明書では、位置フィードバック―ヘッドタイプ8685
およびコントロールヘッドタイプ 8686を駆動部付きタイ
プ2036のバルブに取 り付ける方法を説明します。この情
報は、Roboluxコンポーネントを使用する場合、2つの駆動
部付きバルブタイプ2036、またはバルブクラスタータイプ
2034にも適用されます。本説明書は、駆動部、アダプターセ
ット、および位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッ
ドが「図 10」に示す位置にある場合にも適用されます。

7.1	 安全に関する注意事項

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。
感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してく	
ださい。

タイプ8685/8686

日本語



14

取付

警告！

不適切な取付による負傷の危険。
	▶ 取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施
してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動に
よる負傷の危険。
	▶ 設備を誤って作動させることがないようにします。
	▶ 取付後、制御された状態で再起動してください。

7.2	 駆動部タイプ2036へのタイプ8685/8686の
取付

駆動部タイプ2036への取付にはアダプターセットが必要です。
アダプターセット (10ページの「図 3」を参照) には、アダプターハウ
ジング、成形シール、3 個のOリング、4個のシリンダねじ、3組のスイッチ
ングスピンドルが含まれています。位置フィードバック―ヘッドおよび
コントロールヘッドには、それぞれ異なるアダプターセットが提供さ
れています。RV50、RV70、RV110の駆動部サイズの作業ストロークが
異なるため、アダプターセット内ではスピンドルの長さが異なります。

スイッチングスピンドル 	
タイプ 8685

スイッチングスピンドル 	
タイプ 8686

RV110 RV70 RV50 RV110 RV70 RV50

駆動部サイズ-	
マーク

キ
ャ
ッ
プ

キャップ：	
位置トランスミッタ―ヘッド/制
御ヘッド装着前の開始位置

図 5：	 スイッチングスピンドルのマーク

名称 注文番号

タイプ8685用アダプターセット 684267

タイプ8686用アダプターセット 684268
表 2：	 アダプターセット

タイプ8685/8686
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手順：

ステップ1：駆動部へのアダプターハウジングの取付
	→駆動部の透明フードを外します。
	→カバーフィルムが付いている場合は、取り外します。これにより、コ
ード穴とM6ネジにアクセスできるようになります。
	→アダプターハウジングの下側にあるプロファイルに、Oリング52x3
を挿入します。
	→コーディングピンを確認しながら、アダプターハウジングを駆動
部に取り付けます。
	→ 2本のシリンダネジM6x12を使用して、アダプターハウジングを駆
動部にねじ込みます。

Oリング 52x3

アダプターハウジング

コーディングピン

シリンダねじ M6x12

駆動部

図 6：	 アダプターハウジングの取付

注記！ 

適合しないスイッチングスピンドルを使用すると、位置フィードバ
ック―ヘッドまたはコントロールヘッドと駆動部に修復不可能な損
傷を与えます。
	▶ 駆動部サイズに適合するスイッチングスピンドルのみを使用し
てください。スイッチングスピンドルに対応する駆動部サイズの
マーク (RV50、RV70、RV110) は、PVCキャップの表面にエンボス
加工されています (「図 5」を参照)。

	→駆動部サイズに合ったスイッチングスピンドルを選択してくださ
い (「図 5： スイッチングスピンドルのマーク」を参照)。
	→駆動部サイズに対応する2つのスイッチングスピンドルのネジ山
にネジロック剤 (例：Loctite M290) を軽く塗布します。

注記！ 

間違ったスピンドルブッシングを使用すると誤作動を起こします。
	▶ 駆動部サイズに合ったスピンドルブッシングのみを使用してく
ださい (「図 7」を参照)。

スピンドルブッシング、	
駆動部サイズ用	
RV50

スピンドルブッシング、	
駆動部サイズ用	
RV70およびRV110

図 7：	 スピンドルブッシング

タイプ8685/8686

日本語



16

取付

注記！ 

終端位置の検出が行われないか、または正しく検出されません。
	▶ スイッチングスピンドルのキャップ位置を変更しないでください。
	▶ 穴∅2.3を使用して、スイッチングスピンドルを固定します。
	→スイッチングスピンドルを適切なスピンドルブッシングに通しま
す。外側のブッシングは駆動部サイズRV70/110用、内側のブッシ
ングは駆動部サイズRV50用です (「図 7」を参照)。
	→注意：�ネジロック剤がスピンドルシールに接触しないようにして

ください。

ネジ山にネジロック剤
を塗布する

スピンドルシール
図 8：	 ネジロック剤

穴∅2.3、	
スイッチングス
ピンドルの	
ねじ込み用

成形シール

キャップ

図 9：	 スイッチングスピンドルと成形シールの取付

	→適切な工具を使用して、2つのスイッチングスピンドルを駆動部ス
ピンドルにねじ込みます。このために、スピンドル側に∅2.3 mmの
穴が設けられています (トルク：1.0 Nm ± 0.1 Nm)。
	→成形シールをアダプターハウジングに取り付けます (直径の小さ
い方が上向き)。

ステップ 2: �アダプターハウジングへの位置フィードバック―ヘッド/コ
ントロールヘッドの取り付け

電気接続がケーブル接続を介して行われる場合は、この時
点でワイヤを接続することをお勧めします。そうしないと、電
気接続のために位置フィードバック―ヘッド/コントロール
ヘッドを再度分解する必要があります。

電気配線については、以下を参照： 「9.2 製品タイプ 24 V DC」	
「ケーブル接続タイプ8685のデバイス接続」	
「ケーブル接続タイプ8686のデバイス接続」

注記！ 

終端位置の不正確な検出。
	▶ 制御機能B (SFB) 付き駆動部の場合、位置フィードバック―ヘッド/
コントロールヘッドをアダプターハウジングに取り付ける前に、下
端位置に接近させる必要があります。そのためには、駆動部 (「図 
10」) の各制御空気接続部を加圧する必要があります。
	▶ 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドが駆動部に対
して正しく配置されていることを確認してください。ブラインドプ
ラグまたはプレッシャーリリーフバルブは、駆動部の空圧接続部
側にある必要があります (「図 10」を参照)。

タイプ8685/8686
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	→位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドを駆動部に取り
付ける際は、以下の点に注意してください。	
- ブラインドプラグまたはプレッシャーリリーフバルブは、駆動部
の空圧接続部側にある必要があります。
- キャップは開始位置にある必要があります。そうでない場合は、
キャップを開始位置に移動させてください (「図 5」を参照)。
- スイッチングスピンドルは、位置フィードバック―ヘッド/コン
トロールヘッドの下側にある凹部に収まっている必要がありま
す。その際、スイッチングスピンドル上のキャップを動かさない
でください。

成形シール

ブラインドプラグ

プレッシャーリリ
ーフバルブ

接続部 	
SFB

SFA接続部タイプ2036

タイプ8686 タイプ8685

駆
動
部
用
空
圧
接
続

スイッチングスピンドル

凹部

図 10：	 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドの取付

	→位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドをアダプターハ
ウジングに押し込み、成形シール部に隙間がなくなるまで押し込
みます。これで、位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッド
の取り付け穴は、各側のアダプターハウジングの四角ナットと一
直線になります。

固定ネジ M4 

位置トランスミッタ―ヘッ
ド/制御ヘッドの取り付け
穴は、アダプターハウジン
グの四角ナットと同心円状

になっています

Oリング 3.5x1.5

図 11：	 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドの固定

注記！ 

固定ネジをねじ込む際にトルクが高すぎる場合、またはOリングが
欠落している場合、保護等級 IP65/IP67は保証できません。
	▶ 固定ネジは、最大トルク0.5 Nm ±0.1 Nm で締め付けてくださ
い。
	▶ Oリングの位置を確認してください。

	→ 2本の固定ネジM4と対応するOリングを使用して、位置フィードバ
ック―ヘッド/コントロールヘッドをアダプターハウジングに締 め
付けます (トルク：0.5 Nm ± 0.1 Nm)。

タイプ8685/8686
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位置フィードバック―ヘッドの機械的結合は、この2つの取付ステッ
プの後ですでに完了しています。コントロールヘッドにも、「ステップ 
3：空圧接続の取付 — 駆動部の取付」を実施する必要があります。

コントロールヘッドタイプ8686のみ：

ステップ 3：空圧接続の取付 — 駆動部の取付
	→チューブコネクタをコントロールヘッドと駆動部にねじ留めします。
	→付属のホース (2x280 mm) を製品の構造に合わせてカットして
ください。
	→アクセサリキットに付属のホースを使用し、制御機能 (SF) に応じ
てコントロールヘッドと駆動部間の空圧接続を以下の「表 3： 駆
動部タイプの空圧接続の概要」で行ってください。
	→コントロールヘッドを単一の駆動部で使用する場合は、制御空気
出口21と左側の駆動室のみを1本のホースで接続します。コントロ
ールヘッドの出口22を閉じます。

チューブ
コネクタ

ホース

図 12：	 空圧接続の取付

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67に準拠するには、不要な制御空気接続部 (SFA
およびSFB用) に排気管を乾燥した場所に設置してください。

タイプ8685/8686
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制御空気接
続部	
2 (P2)

制御空気接
続部	
4 (P4)

制御空気接
続部	
3 (P3)

制御空気接
続部	
1 (P1)

駆動部1	
(左)

駆動部2	
(右)

制御空気出口22およ
び21	
制御ヘッド

図 13：	 空圧式接続部

タイプ
2036

駆動部1 駆動部2
SF 接続 SF 接続

D11、D55	
SFA/SFA SFA

21 P1

P2：エア抜き
SFA

22 P3

P4：エア抜き

D12	
SFA/SFB SFA

21 P1

P2：エア抜き SFB
22 P4

P3：エア抜き

D21	
SFB/SFA SFB

21 P2

P1：エア抜き
SFA

22 P3

P4：エア抜き

D22	
SFB/SFB SFB

21 P2

P1：エア抜き
SFB

22 P4

P3：エア抜き

表 3：	 駆動部タイプの空圧接続の概要

SFA、通常閉：	 �バルブ通常閉 (ばね力による)
SFB、通常開：	 バルブ通常開 (ばね力による)

制御接続の接続の割り当てについては、バルブに付属の据
付図面および寸法図、またはタイプ2036 の取扱説明書を参
照して下さい。

タイプ8685/8686
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空圧式取付

8	 空圧式取付
位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッド、およびフィードバ
ックヘッド/コントロールヘッド、駆動部、バルブで構成されるさまざ
まな製品一式の寸法については、それぞれのデータシートに記載さ
れています。

8.1	 安全に関する注意事項

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。
感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

警告！

不適切な取付による怪我の危険。
	▶ 取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施
してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動に
よる負傷の危険。
	▶ 設備を誤って作動させることがないようにします。
	▶ 設置後に制御された再起動を確認してください。

8.2	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685用の空
圧式取付

位置フィードバック―ヘッドには制御空気供給は不要です。

駆動部の空圧式取付に関する説明については、バルブの取
扱説明書をご覧ください。

8.3	 コントロールヘッドタイプ8686用の空圧式取付

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

手順：
	→制御空気接続部 (1) に制御流体を接続します (6～7 bar、油、水、
粉塵のない計器用空気)。
	→排気管またはサイレンサーを排気接続部 (3) に接続します 	
(「図 14： 空圧式接続部タイプ8686」を参照)。

タイプ8685/8686
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電気配線

製品の適切な機能のための重要な注意事項：
	▶ 取付時に背圧を発生させないようにしてください。
	▶ 接続には十分に断面があるホースを選択してください。
	▶ 排気管は、水やその他の液体が排気接続（3）から製品に入
り込まないように設計する必要があります。

制御空気接続	
説明：1

排気接続部	
説明：3

図 14：	 空圧式接続部タイプ8686

注意(排気コンセプト)：保護等級 IP65/IP67を遵守するため、
排気管は乾燥した領域に取り付けられる必要があります。
かかる制御圧力を絶対に圧力よりも最低0.5～1 bar高くし、	
駆動部を最終位置に配置できることが重要です。

9	 電気配線

9.1	 安全に関する注意事項

危険！

感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してく	
ださい。

警告！

不適切な取付による怪我の危険。
	▶ 取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施
してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動に
よる負傷の危険。
	▶ 設備を誤って作動させることがないようにします。
	▶ 設置後に制御された再起動を確認してください。

タイプ8685/8686
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電気配線

9.2	 製品タイプ 24 V DC

9.2.1	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の電気配線

ケーブル接続タイプ8685のデバイス接続
	→ケーブル接続による電気接続には、断面積0.25 mm²のケーブル
を使用してください。

固定ネジ	
M4 (2x)

ねじ端子
図 15：	 ねじ端子タイプ8685の位置

	→M4 固定ネジを緩め、位置フィードバック―ヘッドを上に引き上げ
ます (フィードバックヘッドが既に取り付けられている場合のみ)。
	→必要に応じて、ケーブル接続を取り付けます (約1.5 Nm)。
	→ケーブル接続にケーブルを通します。

GND24 V

Top1

Bot1

Top2

Bot2

図 16：	 基板上の名称 タイプ8685

基板上の
名称 接続の割り当て1)

24 V 動作電圧 + 24 V DC ±10% 

GND 動作電圧 - GND

Top1 上端位置 —	
上部駆動部1

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Bot1 下端位置 —	
下部駆動部1

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Top2 上端位置 —	
上部駆動部2

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Bot2 下端位置 —	
下部駆動部2

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

表 4：	 ケーブル接続部 タイプ8685の接続

	→ワイヤを接続します (「表 4」の接続の割り当て参照)。

1）	駆動部の割り当てについては、「図 17」を参照

タイプ8685/8686
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電気配線

制御空気接
続部	
2 (P2)

制御空気接
続部	
4 (P4)

制御空気接
続部	
3 (P3)

制御空気接
続部	
1 (P1)

駆動部1	
(左)

駆動部2	
(右)

図 17：	  空圧式接続部

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を確保するため、使用するケーブルのサイズ
に合わせてケーブル接続のユニオンナットを締めます	
(約1.5 Nm)。

	→ケーブル接続のユニオンナットを締め付けます (約1.5 Nm)。

注記！ 

終端位置の不正確な検出。
	▶ 制御機能B (SFB) 付き駆動部の場合、位置フィードバック―ヘッド
をアダプターハウジングに取り付ける前に、下端位置に接近させ
る必要があります。そのためには、駆動部 (「図 10」) の各制御空気
接続部を加圧する必要があります。
	▶ 位置フィードバック―ヘッドが駆動部に対して正しく配置されて
いることを確認してください。ブラインドプラグまたはプレッシャ
ーリリーフバルブは、駆動部の空圧接続部側にある必要があり
ます (「図 10」を参照)。
	→位置フィードバック―ヘッドを駆動部に取り付ける際は、以下の
点に注意してください。	
- ブラインドプラグまたはプレッシャーリリーフバルブは、駆動部
の空圧接続部側にある必要があります。
- キャップは開始位置にある必要があります。そうでない場合
は、キャップを開始位置に移動させてください (「図 5」を参照)。
- スイッチングスピンドルは、位置フィードバック―ヘッドの下側
にある凹部に収まっている必要があります。スイッチングスピン
ドルのキャップがずれないようにしてください。

	→位置フィードバック―ヘッドをアダプターハウジングに押し込み、
成形シール部に隙間がなくなるまで押し込みます。これで、位置フ
ィードバック―ヘッドの取り付け穴は、各側のアダプターハウジン
グの四角ナットと一直線になります。

タイプ8685/8686

日本語



24

電気配線

注記！ 

固定ネジをねじ込む際にトルクが高すぎる場合、またはOリングが
欠落している場合、保護等級 IP65/IP67は保証できません。
	▶ 固定ネジは、最大トルク0.5 Nm ±0.1 Nm で締め付けてください。
	▶ Oリングの位置を確認してください。

	→ 2本の固定ネジM4と対応するOリングを使用して、位置フィード
バック―ヘッドをアダプターハウジングに締 め付けます (トル
ク：0.5 Nm ± 0.1 Nm)。

動作電圧がかかると位置フィードバック―ヘッドが作動します。

	→製品を使用する前に、位置フィードバック―ヘッドで基本設定 	
(「10.3.1 基本設定」章を参照) を行う必要があります。

9.2.2	 コントロールヘッドタイプ8686の電気配線
円形コネクタタイプ8686のデバイス接続
	→「表 5」に従って、コントロールヘッドの円形コネクタを接続して
ください。

6

1

7

5
4

3

2
8

図 18：	 円形コネクタのピン割り当て (M12x1、8ピン)

ストレートケーブルソケットのみを使用してください。

制御空気接
続部	
2 (P2)

制御空気接
続部	
4 (P4)

制御空気接
続部	
3 (P3)

制御空気接
続部	
1 (P1)

駆動部1	
(左)

駆動部2	
(右)

図 19：	 空圧式接続部
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電気配線

動作電圧がかかるとコントロールヘッドが作動します。
	→製品を使用する前に、コントロールヘッドで基本設定 (「10.3.1 基
本設定」章を参照) を行う必要があります。

ピン ワイヤー
の色 2)

接続の割り	
当て3) 外部配線

1 白 下端位置 — 下部
駆動部2

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND (7)

1

2 茶 上端位置 — 上部
駆動部2

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND (7)

2

3 緑 下端位置 — 下部
駆動部1

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND (7)

3

4 黄 上端位置 — 上部
駆動部1

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND (7)

4

5 グレー バルブ制御Y2	
駆動部2が作動

ハイアクティブ、24 Vに接続
して起動

5

6 ピンク バルブ制御Y1	
駆動部1が作動

ハイアクティブ、24 Vに接続
して起動

6

7 青 動作電圧 — GND
7

88 赤 動作電圧 + 24 V DC ±10%

表 5：	 円形コネクタタイプ8686の接続

2）	 �指定色は、アクセサリとして入手可能な接続ライン (919061) を示してい
ます。

3）	駆動部の割り当てについては、「図 19」を参照。

ケーブル接続タイプ8686のデバイス接続
	→ケーブル接続による電気接続には、断面積0.25 mm²のケーブル
を使用してください。

固定ネジ	
M4 (2x)

ねじ端子
ケーブルホ
ルダー

図 20：	 ねじ端子タイプ8686の位置

	→ M4固定ネジを緩め、コントロールヘッドを上に引き上げます (コ
ントロールヘッドが既に取り付けられている場合のみ)。
	→必要に応じて、ケーブル接続を取り付けます (約1.5 Nm)。

Valve1

GND

24 V

Valve2

Top1

Bot1

Top2

Bot2

図 21：	 基板上の名称 タイプ8686 
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電気配線

	→ケーブル接続にケーブルを通します。
	→ワイヤを接続します (「表 6」を参照)。

基板上の
名称 接続の割り当て4) 外部配線

Bot2 下端位置 —	
下部駆動部2

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Top2 上端位置 —	
上部駆動部2

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Bot1 下端位置 —	
下部駆動部1

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Top1 上端位置 —	
上部駆動部1

24 V/0 V (最大0.1 A)
GND

Valve2 バルブ制御Y2	
駆動部2が作動

ハイアクティブ、24 Vに接
続して起動

Valve1 バルブ制御Y1	
駆動部1が作動

ハイアクティブ、24 Vに接続
して起動

GND 動作電圧 - GND

24 V 動作電圧 + 24 V DC ±10%

表 6：	 ケーブル接続部タイプ8686の接続

4）	駆動部の割り当てについては、「図 19」を参照

注記！ 

ワイヤの損傷による誤動作。
	▶ スピンドルガイドを自由にするため、すべてのワイヤをケーブル
ホルダーに通してください。
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を確保するため、使用するケーブルのサイズ
に合わせてケーブル接続のユニオンナットを締めます 	
(約1.5 Nm)。

	→すべてのワイヤをケーブルホルダーに通します。
	→ケーブル接続のユニオンナットを締め付けます (約1.5 Nm)。

注記！ 

終端位置の不正確な検出。
	▶ 制御機能B (SFB) 付き駆動部の場合、コントロールヘッドをアダ
プターハウジングに取り付ける前に、下端位置に接近させる必
要があります。そのためには、駆動部 (「図 10」) の各制御空気接
続部を加圧する必要があります。
	▶ コントロールヘッドが駆動部に対して正しく配置されているこ
とを確認してください。ブラインドプラグまたはプレッシャーリ
リーフバルブは、駆動部の空圧接続部側にある必要があります 	
(「図 10」を参照)。
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電気配線

	→コントロールヘッドを駆動部に取り付ける際は、以下の点に注意
してください。
- ブラインドプラグまたはプレッシャーリリーフバルブは、駆動部
の空圧接続部側にある必要があります。
- キャップは開始位置にある必要があります。そうでない場合は、
キャップを開始位置に移動させてください (「図 5」を参照)。
- スイッチングスピンドルは、コントロールヘッドの下側にある凹
部に収まっている必要があります。スイッチングスピンドルのキ
ャップがずれないようにしてください。
	→コントロールヘッドをアダプターハウジングに押し込み、成形シ
ール部に隙間がなくなるまで押し込みます。これで、コントロール
ヘッドの取り付け穴は、各側のアダプターハウジングの四角ナット
と一直線になります。

注記！ 

固定ネジをねじ込む際にトルクが高すぎる場合、またはOリングが
欠落している場合、保護等級 IP65/IP67は保証できません。
	▶ 固定ネジは、最大トルク0.5 Nm ±0.1 Nm で締め付けてください。
	▶ Oリングの位置を確認してください。

	→ 2本の固定ネジM4と対応するOリングを使用して、コントロール
ヘッドをアダプターハウジングに締 め付けます (トルク：0.5 Nm 
± 0.1 Nm)。

動作電圧がかかるとコントロールヘッドが作動します。
	→製品を使用する前に、コントロールヘッドで基本設定 (「10.3.1 基
本設定」章を参照) を行う必要があります。

9.3	 製品タイプ ASインターフェース

9.3.1	 電気配線	
位置フィードバック―ヘッドおよびコントロールヘッド

位置フィードバック―ヘッドとコントロールヘッドの電気接続は、マル
チピンケーブル (M12円形コネクタ) とフラットケーブルクランプを介
して行われます。円形コネクタはフラットケーブルクランプに簡単に
接続できます (「図 22」を参照)。

ねじ

M12チューブコネク
タ 出力

図 22：	 多極ケーブルとフラットケーブルクランプを備えた位置フィードバ
ック―ヘッド/コントロールヘッド
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円形コネクタM12の接続図
ビューはピンの前面からの画像で、はんだ接続はピンの背面にあり
ます。

ピン4：
NC

ピン1：
Bus +

ピン3：
Bus –

ピン2：
NC

図 23：	 バス接続

ピン 名称 ピン割り当て

1 Bus + バス回線、ASインターフェース +

2 NC 不使用

3 Bus – バス回線、ASインターフェース -

4 NC 不使用
表 7：	 ASインターフェース 円形コネクタのピン割り当て

フラットケーブルクランプの取扱い
多極ケーブルには、M12コネクタ出力のあるASインターフェース・フラ
ットケーブル用のフラットケーブルクランプが付いています。フラット

ケーブルクランプにより、ASインターフェース・フラットケーブルをカ
ットしたりスキンせずに「はめ込み」設置ができる貫通技術によるAS
インターフェース・フラットケーブルの接触が実現されます。

手順：
	→フラットケーブルクランプを開きます	
(ねじを外してカバーを持ち上げます)。
	→フラットケーブルを確実に挿入します。
	→フラットケーブルクランプを再び閉じます。
	→ねじを締め付けます	
セルフタッピンねじを短く戻し回し (左におよそ3/4回転)、備わっ
ているネジ穴にはめてねじ込みます。

9.3.2	 ASインターフェースの電源オン
ASインターフェース（アクチュエータセンサーインターフェース）はフ
ィールドバスシステムで、主にバイナリセンサーとアクチュエータを
上位コントローラ（マスター）と連結させるために使用します。
バスライン
情報 (データ) およびエネルギー (駆動部およびセンサーの供給電
圧) に転送されるシールドされていない2線式ライン(ASインターフ
ェース・フラットケーブルとしてのASインターフェースライン)。
ネットワークトポロジー
広範囲で自由に選択でき、スター型、ツリー型およびラインネットワー
クが可能です。詳細はASインターフェース仕様 (仕様バージョン3.0に
準拠したバージョンA/Bスレーブ）に記載されています)
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9.3.3	 ASインターフェース基板のテクニカルデータ
電源：	 	 ASインターフェース経由 (29.5 V～31.6 V)
コントロールヘ	
ッド出力	:	 �バルブY1とバルブY2	

各最大0.8 W、	
約100 ms後に電力低下、	
ウォッチドッグ機能内蔵

認証：	 	 位置フィードバック―ヘッド： �バージョン3.0によ
る認証番号94701

	 	 コントロールヘッド： 	   �バージョン3.0によ
る認証番号94801

バスアドレス：	 �納品時に、アドレスは0に設定されます

9.3.4	 プログラミングデータ
位置フィードバック―ヘッド8685のプログラミングデータ

入出力構成 0 16進数

IDコード A 16進数 (ビット割り当てについては
以下を参照)

拡大IDコード1 7 16進数
拡大IDコード2 E 16進数
プロファイル S-0.A.E
表 8：	 位置フィードバック―ヘッド8685のプログラミングデータ

ビット割り当て

データビット入力 機能 接続の割り当て5)

D0 上端位置 —	
上部駆動部1

0上に未到達	
1上に到達

D1 下端位置 —	
下部駆動部1

0 下に未到達	
1下に到達

D2 上端位置 —	
上部駆動部2

0上に未到達	
1上に到達

D3 下端位置 —	
下部駆動部2

0 下に未到達	
1下に到達

データビット出力 機能 接続の割り当て5)

D0 - 不使用

D1 - 不使用

D2 - 不使用

D3 - 不使用
表 9：	 ASインターフェース位置フィードバック―ヘッドタイプ8685のビ

ット割り当て

機能のないパラメータビット。	

5）	駆動部の割り当てについては、「図 24」を参照
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コントロールヘッドタイプ8686のプログラミングデータ

入出力構成 7 16進数

IDコード A 16進数 (ビット割り当てについては
以下を参照)

拡大IDコード1 7 16進数

拡大IDコード2 E 16進数

プロファイル S-7.A.E
表 10：	 コントロールヘッドタイプ8686のプログラミングデータ

制御空気接
続部	
2 (P2)

制御空気接
続部	
4 (P4)

制御空気接
続部	
3 (P3)

制御空気接
続部	
1 (P1)

駆動部1	
(左)

駆動部2	
(右)

図 24：	 空圧式接続部

ビット割り当て

データビット入力 機能 接続の割り当て6)

D0 上端位置 —	
上部駆動部1

0上に未到達	
1上に到達

D1 下端位置 —	
下部駆動部1

0 下に未到達	
1下に到達

D2 上端位置 —	
上部駆動部2

0上に未到達	
1上に到達

D3 下端位置 —	
下部駆動部2

0 下に未到達	
1下に到達

データビット出力 機能 接続の割り当て6)

D0 コントロールバル
ブY1

0 コントロールバルブオフ	
1 コントロールバルブオン

D1 コントロールバル
ブY2

0 コントロールバルブオフ	
1 コントロールバルブオン

D2 - 不使用

D3 - 不使用
表 11：	 ASインターフェースコントロールヘッドタイプ8686のビット割り

当て

機能のないパラメータビット。	
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6）	駆動部の割り当てについては、「図 25」を参照

9.3.5	 LEDステータス表示、ASインターフェース

ステータス
LED1 (緑)

ステータス
LED2 (赤)

オフ オフ POWER OFF

オフ オン
データトラフィックなし（スレーブ
アドレスが0以外の期限切れのウ
ォッチドッグ）

オン オフ OK

点滅 オン スレーブアドレス = 0

表 12：	 LEDステータス表示、ASインターフェース

制御空気接
続部	
2 (P2)

制御空気接
続部	
4 (P4)

制御空気接
続部	
3 (P3)

制御空気接
続部	
1 (P1)

駆動部1	
(左)

駆動部2	
(右)

図 25：	 空圧式接続部

10	 操作および表示

10.1	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の操作
およびディスプレイエレメント

10.1.1	 製品タイプ 24 V DC
以下の位置は、駆動部1と駆動部2用に別々に設計されています。

表示エレメント：
•	 駆動部のステータス (終端位置)
表示エレメントはLEDの形で設計されています。

操作エレメント：
•	 駆動部サイズ (RV50、RV70、RV110) 選択用のDIPスイッチ
•	 終端位置のカラー選択用のスライドスイッチ

透明フードを取り外す場合は、36ページの「ステップ4：透
明フード/ハウジングジャケットを閉じる」の指示に従ってく
ださい。
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操作および表示

駆動部1用
DIPスイッチ

駆動部2用
DIPスイッチ

スライドスイッチ、	
終端位置のカラー選択用	
駆動部2

スライドスイッチ、	
終端位置のカラー選択用	

駆動部1

LED、	
駆動部2のステータ
ス用(終端位置)

LED、	
駆動部1のステータ
ス用(終端位置)

図 26：	 位置フィードバック―ヘッド24 V DCの操作およびディスプレイエ
レメント

10.1.2	 製品タイプ ASインターフェース
ASインターフェースバスステータスとは別に、駆動部1および2の次
の位置は個別に実行されます。

表示エレメント：
•	 ASインターフェースのバスステータス
•	 駆動部のステータス (終端位置)
表示エレメントはLEDの形で設計されています。

操作エレメント：
•	 駆動部サイズ (RV50、RV70、RV110) 選択用のDIPスイッチ
•	 終端位置のカラー選択用のスライドスイッチ

透明フードを取り外す場合は、36ページの「ステップ4：透
明フード/ハウジングジャケットを閉じる」の指示に従ってく
ださい。
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操作および表示

LED 	
ASインターフェースのバスステータス

駆動部1用
DIPスイッチ

駆動部2用
DIPスイッチ

スライドスイッチ、	
終端位置のカラー選択用	
駆動部2

スライドスイッチ、	
終端位置のカラー選択用	

駆動部1

LED、	
駆動部2のステータ
ス用(終端位置)

LED、	
駆動部1のステータ
ス用(終端位置)

図 27：	 位置フィードバック―ヘッドのASインターフェースの操作および
表示エレメント

10.2	 操作および表示エレメント 	
コントロールヘッドタイプ8686

以下の位置は、駆動部1と駆動部2用に別々に設計されています。
24 V DCおよびASインターフェースの製品タイプは、同じ表示および
操作基板を備えています。
そのため、24 V DC製品タイプでは、ASインターフェースバスのステ
ータスLEDは非アクティブです。

表示エレメント：
•	 ASインターフェースのバスステータス
•	 駆動部のステータス (終端位置)
•	 コントロールバルブのステータス
表示エレメントはLEDの形で設計されています。

操作エレメント：
•	 駆動部サイズ (RV50、RV70、RV110) 選択用のDIPスイッチ
•	 終端位置のカラー選択用のスライドスイッチ
•	 コントロールバルブの直接制御用スライドスイッチ (サービスス
イッチ)

透明フード/ハウジングカバー を取り外す場合は、36ペ
ージの「ステップ4：透明フード/ハウジングジャケットを閉じ
る」の指示に従ってください。
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駆動部1用
DIPスイッチ

駆動部2用
DIPスイッチ

スライドスイッチ、	
終端位置のカラー選択用	
駆動部2

スライドスイッチ、	
終端位置のカラー選択用	

駆動部1

スライドスイッチ(サー
ビススイッチ)駆動部2の
コントロールバルブ

スライドスイッチ(サービ
ススイッチ)駆動部1のコ

ントロールバルブ

LEDステータス	
駆動部2のコントロールバルブ

LEDステータス	
駆動部1のコントロールバルブ

LED ASインターフェース
のバスステータス

LED、	
駆動部2のステータス用	
(終端位置)

LED、	
駆動部1のステータス用	

(終端位置)

図 28：	 コントロールヘッドの操作および表示エレメント

10.3	 操作

10.3.1	 基本設定
タイプ8685および8686の機能を確実にするため、非通電状態での
試運転前にこれらの基本設定を行う必要があります。

危険！

感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

	→透明フードのネジを外します。
	→ステップ1～4を実行します。

ステップ 1：駆動部サイズの選択
操作エレメントは駆動部側ごとに設計されています。

駆動部サイズ (駆動部の銘板を参照) に従い、駆動部側に
つき1つのDIPスイッチエレメントのみを作動させてくださ
い。駆動部の両側で同じ駆動部サイズを選択する必要があ
ります！
DIPスイッチの設定を誤ると、誤動作したり、終端位置フィー
ドバックが機能しなくなったりします。
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操作および表示

	→ DIPスイッチエレメントを「オン」の位置に動かすと、選択された駆
動部サイズの終端位置センサーが作動します。

RV110
RV70
RV50

アクチュエータ

1
2
3

O
N

ONタイプ8685

タイプ8686

図 29：	 DIPスイッチによる駆動部サイズの選択

ステップ2：�終端位置LEDの割り当て変更 (駆動部のステータス)
これらのスライドスイッチを使用して、終端位置のカラー割り当てを
設定することができます。上部 (上部終端位置) または下部 (下部終
端位置) のどちらに適用するかをカラーごとに指定できます。

カラー選択用のスライドスイッチは、駆動室内で明確に選
択する必要があります。つまり、両方のスイッチが上部にあ
るか、または両方のスイッチが下部にあります。
これらのスイッチの設定が正しくない場合、終端位置検出の
視覚的な誤認につながりますが、終端位置検出自体は正し
く行われます。

下
部

緑 黄

下
部

上
部

上
部

タイプ8685

タイプ8686

図 30：	 スライドスイッチによる終端位置のカラー割り当て

基板のラベルまたは以下の表が適用されます

片側の駆動部側の位置 駆動部のLEDステータス
両方の上スイッチ 上部終端位置 黄/ 	

下部終端位置 緑

両方の下スイッチ 上部終端位置 緑/ 	
下部終端位置 黄

上/下スイッチ - 無効状態 -

下/上スイッチ - 無効状態 -
表 13：	 終端位置のカラー割り当て

工場出荷時では、以下の機能が設定されています。

カラー 駆動部のステータス
緑色のLED点灯 下部終端位置

黄色のLED点灯 上部終端位置
表 14：	 駆動部LEDステータスの割り当て (終端位置)
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操作および表示

10.3.2	 試運転

ステップ3：スピンドル調整の基準運転
駆動部サイズに合わせてスピンドルを微調整するためには、両方の
スピンドルを下端位置から上端位置まで移動させる必要があります。

手順 タイプ8685：
制御機能Aタイプ (SFA) の駆動部：
	→動作電圧を印加します。
	→最大制御圧力の下で、駆動室を作動させ、スピンドルを上方に移
動させます。
	→終端位置に到達後 (事前に選択したLEDが点灯)、制御圧力をオフ
にします。スピンドルは下端位置に移動します。下部終端位置に対
応するLEDが、選択したカラーで点灯します。

制御機能Bタイプ (SFB) の駆動部：
	→動作電圧を印加します。
	→最大制御圧力の下で、駆動室を作動させ、スピンドルを下方に移
動させます。
	→終端位置に到達後 (事前に選択したLEDが点灯)、制御圧力をオフ
にします。スピンドルは上端位置に移動します。終端位置の各LED
が、選択したカラーで点灯します。

手順 タイプ8686：
	→動作電圧を印加します。
	→最大制御圧力の下で、サービススイッチを「オン」にします。スピン
ドルが上端位置まで移動します。
	→終端位置に到達後 (事前に選択した駆動部ステータスLEDが点
灯)、サービススイッチを「オフ」に戻します。スピンドルが開始位
置に移動します。終端位置の駆動部の各LEDステータスが、選択
したカラーで点灯します。

ON

サービス

Off

サービス

ON Off

サービススイッチ

コントロールバルブ LEDステータス

図 31：	 タイプ8686のスピンドル調整

ステップ4：透明フード/ハウジングジャケットを閉じる

	→透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 32」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。
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操作および表示

	→透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740777)) 
を閉じます。

シーリング
材、ハウジン
グカバー

ハウジングカ
バー

タイプ8686

タイプ8685

透明フード
のシール

透明フード

図 32：	 透明フード/ハウジングカバーシールの位置

これで製品は構成され、運転準備が完了しました。
 

7）	�カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

10.3.3	 設定の変更
タイプ8685および8686の機能を確保するために、これらの変更は製
品が非通電のときに行う必要があります。

危険！

感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくださ
い。

手順：
	→透明フードを外すと、スライドスイッチとDIPスイッチにアクセス
します。
	→ DIPスイッチを使用して、駆動部サイズを選択します。標準化され
た駆動部サイズを両側の駆動部で選択する必要があります (バ
ルブの銘板を参照)！
	→「表 13： 終端位置のカラー割り当て」または基板上の表記を使
用して、駆動部LEDステータス (終端位置) に希望のカラーを割り
当ててください。
	→透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 32」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。
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操作および表示

	→透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740778)) 
を閉じます。

 

8）	 �カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

10.3.4	 コントロールヘッドタイプ8686のコントロールバル
ブの手動制御

コントロールバルブは、サービススイッチで切り替えることができま
す。制御機能Aでは、スピンドルはスイッチ位置「オン」で上昇します。
制御機能Bでは、スピンドルはスイッチ位置「オン」で下降します。

ON

サービス

Off

サービス

ON Off

スライドスイッチ(サー
ビススイッチ)駆動部1
のコントロールバルブ

LEDステータス 	
駆動部2のコントロー
ルバルブ

スライドスイッチ(サー
ビススイッチ)駆動部2
のコントロールバルブ

LEDステータス 	
駆動部1のコントロー

ルバルブ
図 33：	 サービススイッチとコントロールバルブステータスLED (タイプ

8686)

手順：
 製品が通電されていることが重要です！
	→サービススイッチには、透明フードのねじを外すことでアクセス
できます。
	→サービススイッチを使用して、それぞれのコントロールバルブを
オンにします。
	→透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 32」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740779)) 
を閉じます。

タイプ2036のダイヤフラム交換手順
 製品が通電されていることが重要です！
	→サービススイッチには、透明フードのねじを外すことでアクセス
できます。
	→タイプ2036の取扱説明書に記載されている手順に従って、ダイヤ
フラムを交換します。
	→ダイアフラムを交換した後、基準運転のスピンドル調整を行う必
要があります (「10.3.1 基本設定」のステップ 3 を参照)。
	→透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 34」を参照)。
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安全位置

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740779)) 
を閉じます。

シーリング材、
ハウジングカ
バー

ハウジングカ
バー

タイプ8686

図 34：	 シーリング材、ハウジングカバーの位置

 

9）	 �カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

11	 安全位置
電気式または空圧式補助エネルギー故障後の安全位置:

駆動部の種類 名称
補助エネルギー故障後の

安全位置
電気式 空圧式

up

down

単動
制御機能A

down down

up

down

単動
制御機能B

up up

表 15：	 安全位置
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メンテナンス

12	 メンテナンス

12.1	 安全に関する注意事項

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。
感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

警告！

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	▶ メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術
者が実施してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動に
よる負傷の危険。
	▶ 設備を誤って作動させることがないようにします。
	▶ メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してくだ
さい。

12.2	 フィードエアフィルターのサービス

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

制御空気は、内部コントロールバルブと駆動部を保護するためにフ
ィルタリングされます。
設置された状態でのフィードエアフィルターの流量方向は、スクリー
ンメッシュを通って内側から外側です。

フィードエアフ
ィルター

チューブコネクタ

Oリング

図 35：	 フィードエアフィルターのサービス
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手順：
	→固定エレメントを押し込んでチューブコネクタを解除し、フィード
エアフィルターを引き出します（場合によってはフィルターヘッド
のくぼみ間に適切な工具を使用します）。
	→フィルターを清掃し、必要に応じてフィルターを交換します。
	→内部にあるOリングを点検し、場合によっては清掃します。
	→フィードエアフィルターをチューブコネクタに停止するまで差し
込みます。

危険！

不適切な取付けによる怪我の危険。
	▶ フィードエアフィルターは正しく取り付けてください。

	→フィードエアフィルターが正しく取り付けられているか確認してく
ださい。

13	 故障

障害 原因と方策

終端位置の検
出なし

動作電圧なし、または不十分
	→電気接続と動作電圧を点検してください

アダプターセットのスイッチングスピンドルサイ
ズが不適切
	→スイッチングスピンドルを交換してください
スピンドルの取付時に選択したスピンドルブッ
シングが間違っている
	→適切なスピンドルブッシングにスイッチング
スピンドルを通してください

DIPスイッチで選択した駆動部サイ ズが間違っ
ている
	→適切な駆動部サイズを選 択してください

スイッチングスピンドルの キャップが、取付時
に力によって押されてずれた
	→位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘ
ッドを取り外してください
	→溝が見えるまで、キャップをスイッ チングス
ピンドルの端に向かって引いてください。
	→位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘ
ッドを取り付けてください
	→基準運転とスピンドル調整を実行してくだ
さい

タイプ8685/8686

日本語



42

メンテナンス

障害 原因と方策

終端位置ｆが
正しく検出され
ない

DIPスイッチで選択した駆動部サイズが正しく
ない
	→適切な駆動部サイズを選 択してください

DIPスイッチで複数の駆動部サイズが選択され
ている
	→適切な駆動部サイズを選 択してください

位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッ
ドが正しい位置に取り付けられていない
	→位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘ
ッドを正しく取り付けてください (「図 10」を
参照)

駆動部のステ
ータスLED表示
が正しくありま
せん

カラー選択スイッチが正しく選択されていません
	→正しいカラーを選択してください (両方が上
または両方が下、「10.3.1 基本設定」	
「図 30」を参照)。

駆動部の切替
ができない

動作電圧なし、または不十分
	→電気接続と動作電圧を点検してください

圧力供給が低すぎる
	→制御圧力を確認してください

配管に不具合がある
	→空圧接続を点検してください

障害 原因と方策

ASインターフェ
ースのバスステ
ータスLEDが消
灯している

動作電圧なし、または不十分
	→フラットケーブル端子とASインターフェース
ラインの接点を確認してください
	→ ASインターフェースラインに動作電圧が供給
されていることを確認してください

表 16：	 故障

14	 運転停止

14.1	 安全に関する注意事項

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。
感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。
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警告！

不適切な取り外しによる怪我の危険。
	▶ 取外しは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実
施してください！

14.2	 取り外し
手順：

	→圧力のスイッチを切り、ラインのエア抜きをします。
	→電圧をオフにします。

1. 空圧接続 (コントロールヘッドタイプ8686のみ)

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

	→空圧式接続を取り外します。
	→駆動部への空圧接続を外します。

2. 機械式接続

	→固定ネジを緩めます。
	→位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドを上に引き上げ
ます。

3. 電気接続

危険！

感電による危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

円形コネクタ付き製品：
	→円形コネクタを外します。
ケーブル接続部付き製品：
	→ケーブル接続を緩めます。
	→ねじ端子からワイヤを取り外します。

制御ヘッドタ
イプ8686
電気接続部

空圧式接続部

固定ネジ（2x）

駆動部への空圧接続

駆動部

図 36：	 8686の取り外し
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16	 輸送、保管、梱包
注記！ 

輸送中の損害。
製品の保護が不十分な場合、輸送に損傷が生じることがあります。
	▶ 製品をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して
輸送してください。
	▶ 許容保管温度外にならないようにしてください。
	▶ コイルの電気インターフェースと空圧接続部に保護キャップを付
けて損傷から保護してください。
誤った保管は製品の損傷の原因となります。
	▶ 製品は乾燥したほこりのない状態で保管してください。
保管温度–20～65 °C。

環境に配慮した廃棄処分 

	▶ 廃棄処分と環境に関する各国の規制を遵守してくだ
さい。
	▶ 電気・電子機器は分別収集し、分別して処分してくだ
さい。

詳しい情報は、country.burkert.comをご覧ください。

位置トランスミッタ―
ヘッドタイプ8685
固定ネジ（2x）

駆動部

図 37：	 8685の取り外し

15	 アクセサリ

名称 注文番号

接続ラインM12x1、8ピン 919061

カバー取付用補助工具 674077
表 17：	 アクセサリ
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